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本日のプログラム
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■ 本日のプログラム ■
上期を振り返って（三役・四大委員長）

　　　　　　　　　　髙橋　直人会長
　会員の皆さま、こ
んにちは。今日は新
年交礼会の前に鳥取
神社・木下宮司、木
下パスト会長に神事
をしていただきまし
た。上期のお礼と下

期に向けての新たな誓いを、順風満帆に過ぎることを
ご祈願していただきました。私も新たな気持ちで誠心
誠意、例会を務めてまいりますので何卒よろしくお願
いいたします。
この後、出番がございますので今日の会長あいさつは、
この辺でやめさせていただきます。長く話さなければ
ならないので、申し訳ございません。今日も楽しい例
会にしましょう。

幹事報告　東堂　光春幹事
　皆さま、こんにちは。幹事報告になります。第７回
理事会の議事録が出来上がりました。ホワイトボード
に張ってありますので、後ほどご確認ください。
悲しいお知らせがありまして、事務局の大山さんが先
日、左腕を骨折してしまいました。自宅でこけて、左
手をガッとやったみたいで、全治６週間ということで
す。例会には、２月中は厳しいとの報告がありました。
ちなみに、事務局には今までどおり出勤をしておりま
すので、ご安心ください。しばらくはご迷惑をおかけ
しますけれども、事務局へ行った際は、大山さんへの

手厚いお見舞いをよろしくお願いいたします。
幹事報告は以上です。

髙橋　直人会長
　皆さま、こんにち
は。昨年７月から釧
路ロータリークラブ
会長に就任させてい
ただきまして６カ月
が過ぎました。これ
までを振り返るお話

をさせていただきます。
緊張感の中で各クラブ表敬訪問を行いました。私なり
にすべてのクラブで挨拶を変えて、釧路ロータリーク
ラブ会長として誇りを持ち、何とか務め上げました。
７月が終わって気がついたのですが、７月だけでロー
タリークラブの参加が 19回、19日もありました。
特に思い出に残っているのは納涼ビアパーティーで
す。会員の方々に多大なる応援をいただきましたこと、
一生忘れることはございません。
日台親善コンサートが「まなぼっと」の大ホールにて
開催されました席で、ロータリークラブ会長として開
会のあいさつという大役を受けることになり、緊張感
の中であいさつをしたことは大変良い経験になりまし
た。

８月に入り、７分区事業である中学親善硬式野球大会
が開催されました。決勝戦は豪雨のため、５回戦まで
でしたが無事に終了しました。各クラブのチームが集
まり久しぶりに観戦したのですが、レベルの高さに驚
かされました。この大会を開催するにあたりまして、
力を注いでくれました青少年奉仕委員長をはじめ、各
委員会メンバーの方々、誠にありがとうございました。
８月 24日には紋別ロータリークラブ創立 70周年記
念式典に吉田副会長、東堂幹事、藤原副幹事とともに
出向きました。昨年の地区大会でお世話になった飲食
店に行き、大変盛り上がったことしかいまは思い出せ
ません。
９月は、地区補助金を活用した釧路湿原散策学びのツ
アーが開催されました。子どもたちには胴長靴に着替
えてもらい、通常では立ち入ることのできない釧路湿
原国立公園の中に入り、散策しました。ツアーガイド
さんの話を真剣に聞く子どもたちの姿を見て感動しま
した。そのときの計画にはなかったのですが、参加者
の方々が自主的に釧路湿原のごみ拾いをしてくださっ
たことには感謝します。その後、猛禽類保護センター
に行き、新たな学びをさせていただきました。この企
画をすべて取りまとめていただいた木下パスト会長に
は、心から感謝いたします。新年度も開催されますこ
とを願っております。
10月には、上期最大の行事、地区大会が帯広の地で
開催され、30名を超えるメンバーの方々に参加して
いただきました。いつもは釧路ナイトからの参加です
が、今回は会長という立場での参加でしたので、小谷
ガバナーの難しいお話を聞き、釧路ナイトに帰ってき
て、皆さまの顔を見たときは、ほっとしたことを思い
出します。
２日にはポリオ根絶サイクリング運動が行われ、小谷
ガバナー事務所から釧路キャッスルホテルを８時にス
タートするので見送りとマスコミ取材のお願いが届
き、東堂幹事がすべてを準備し、当日に向かいました。
ところが、本人には連絡をしておらず、ＮＨＫさん、
北海道新聞さん、釧路新聞さんが来た時は、本人がい
ないというアクシデントが起こる恐れがありました
が、釧路北クラブ篠原幹事の気付きで無事取材とお見
送りができました。
11月になり、荒井エレクトのおかげでグローバル補
助金申請も無事承認されました。５月ころには贈呈式
が行われると思います。
12月にはロータリークラブアイスホッケー大会が開
催され、全国全道から数多くのチームが参加して、チー
ム力強化につながる素晴らしい大会が行われました。
次の日 12月１日から４日の予定で台北中央ロータ
リークラブ周年開催に伴い、台湾に出発しました。詳
しい内容は、次回例会で村上国際委員長から報告いた
だくとして、一言で言いきれませんが、大変手厚い歓

迎を受けたことは間違いございませんので、当クラブ
90周年のときには台北中央ロータリークラブメン
バーの方々が数多く来てくださると思いますので、お
返しをしたいと思います。
最後になりますが、瀧波プログラム委員長と委員会メ
ンバーの手腕で多種多様な講師をお招きし、素晴らし
いご講話を聞かしていただきましたこと、この場をお
借りしてお礼申し上げます。下期もよろしくお願いい
たします。
釧路ロータリークラブ会長として、上期を無事に乗り
越えられたことは、会員の方々のご協力の賜物です。
下期も油断することなく、着実に例会、事業等を行い
ますので、お力添えの程よろしくお願いいたします。
下期も楽しい例会にしてまいりますので、何卒よろし
くお願いいたします。以上で終わります。

吉田　英一副会長
　皆さま、こんにち
は。副会長というこ
とで、受けさせても
らうか、もらわない
かという１年前に、
「せっかくのチャン
スなのだから、いい

学びになるのだからやりなさい」と何人もの先輩たち
に言っていただきまして、受けさせていただきました。
いま考えてみたら、副会長という立場で会長の隣で司
会をやらせていただいて、理事会も議長というのか司
会をさせていただいて、特に何事もなく半年を終えた
ということは、まず僕の気持ちとしては本当に感謝を
申し上げたいと思います。通常であれば、何かいろん
なことが起きたりするのですけども、やはり会長をは
じめ、幹事、副幹事、理事の皆さま、そして会員の皆
さま方のサポートがあっての今だと思っております。
私は副会長だから偉いとかそんなことはないと思いま
す。あくまでもロータリー活動というのは、副会長だ
としたら副会長を経験するトレーニングだと思ってお
ります。すべてやったことには必ず学びがあると私は
捉えております。アインシュタインという人も、「学
ぶためには経験する以上の学びはない」と言っており
ます。何かを学ぶためには、経験しなければそれ以上
の学びはないのだよと言っております。そういう意味
で副会長という立場でいろんなことを学ばせていただ
いておりますので、学んだことを下期の半年間に生か
していきます。
ロータリークラブには３名の吉田という方がおります
が、今日は「良い吉田」の方がいらっしゃいまして、
僕は「悪い吉田」となっておりますけども、ロータリー
クラブの最後の例会で副会長が終わるころには、
「ちょっとだけ良い吉田」になれるように邁進してい

きたいと思っておりますので、皆さま、今後ともサポー
トのほうよろしくお願いいたします。ありがとうござ
いました。

司会
本日、大委員長は出張で欠席ということですから、「上
半期を振り返って」を映像で報告させていただきます
ので、ご覧ください。

クラブ運営委員会　濱口　憲太委員長
　皆さん、こんにち
は。クラブ運営委員
会の委員長を務めて
おります濱口です。
本日は業界の仕事の
関係にて、どうして
も出張対応でして大

変大事な例会に欠席となりました。冒頭に深くお詫び
を申し上げます。私は何かとビデオ出演が多く、本当
に申し訳ございません。
　早いもので、予定者段階から１年が経ちまして、今
年もあと半年となりました。上半期は出席委員会、親
睦活動委員会、プログラム委員会の皆さんが精力的に
取り組んでいただきまして、私としてはホントにいつ
も何もせず、委員会の皆さんに助けられているという
状況でございます。
　出席委員会は沢田委員長が例会の出席状況を苦労し
て毎回、出席表を作っていただいています。そろそろ、
エクセルの表とニラメッコするのが大分辛くなってき
ているのではないかと思いますけど、下半期も出席率
の向上に向けて委員会の皆さん、よろしくお願いいた
します。
　親睦活動委員会です。責任感と実行力のあふれる熱
い男・石井委員長が、そして企画の神・小野寺副委員
長、そして現場監督の鬼・田坂副委員長と連携して毎
月の夜間例会、そして楽しい委員会をメンバー全員で
盛り上げていただいているところです。私も昨年は委
員長を経験させていただきましたけれども、７月に怒
涛のように始まり、12月のクリスマス家族会を終え
ての時間経過を全く感じる間もなく半分が終わったと
いう感覚ではなかろうかと思います。上半期、ひとつ
ひとつの夜間例会が委員長、委員会の皆さんがオリジ
ナリティにあふれる例会を作っていただきまして、参
加されている皆さまが心から楽しんで笑顔になってい
ただいていることは、すごいなぁという感謝の気持ち
でいっぱいです。下半期も年明けから交礼会から始ま
りますのでどうぞよろしくお願いいたします。
　プログラム委員会です。こちらも、クラブの伝統を
重んじながら、釧路地域のトレンドを 発信する瀧波
委員長のワクワク感に私も毎度、ワクワクしておりま

す。今年度、髙橋会長が掲げるスローガンの奉仕活動
の道標として瀧波委員長が考えられた会員卓話と講師
例会が未来への期待感であったり、伝統ある釧路クラ
ブだからこその可能性を感じられたり、上期のプログ
ラムを作っていただいております。これもひとえにプ
ログラム委員会の吉田パストガバナー、石田パスト会
長、そして副委員長の脇パスト会長はじめ重鎮の皆さ
まの貴重なアドバイスの賜物と感謝しております。な
により、ただならぬ緊張感が漂う委員会ですが、今年
は委員会を開催してもワイワイ楽しく活動をしており
ます。下期のプログラム委員会の皆さま、何卒よろし
くお願いいたします。
　最後になりますけれども、私もクラブ運営委員長と
して初めての経験ですが、この委員会が扱う予算の大
きさ、ひとつひとつの事業の大事さがよく分かりまし
た。下半期も髙橋会長年度をお支えするために市橋副
委員長とともにクラブ運営委員会は一生懸命に頑張っ
てまいりたいと思います。上半期は大変お世話になり
ました。下半期も皆さん、ご協力・ご出席のほどどう
ぞよろしくお願いいたします。

クラブ広報・会員組織委員会　曽我部元親委員長
　皆さん、こんにちは。クラブ広報・会員組織委員会
大委員長の曽我部です。本日は例会に出席が叶わない
ことで大変申し訳ございません。さらに、新年交礼会
にも参加することができませんでした。改めまして、
本年もよろしくお願いいたします。
　さて、私が担当する三つの委員会ですが、委員長、
副委員長、そして委員の皆さまのご尽力により上半期
の全ての事業を滞りなく終えることができておりま
す。改めて、委員の皆さまに厚くお礼を申し上げます。
　下半期も、委員全員が一丸となって頑張ってまいり
ましょう。
そして、上半期の振り返りですが、私が一番思い出に
残っているのはクリスマス例会での理事の出し物で
す。本番に強い会長と把握の強い幹事長、そして企画
をしてくれた副幹事長のお陰で大成功だったと思って
います。一部には「親睦副委員長の小野寺君の抽選会
が盛り上がった」という話もありますが、私としては
大変良かったと思っております。
下半期も一生懸命に頑張ってまいりますのでよろしく
お願いいたします。

奉仕プロジェクト委員会　八幡　好洋委員長
　奉仕プロジェクト委員会委員長の八幡です。本日は
例会に参加できずに誠に申し訳ございません。代わり
にビデオメッセージでお話させていただきます。本日
は「上期を振り返って」がテーマの例会です。上期の
活動を振り返らせていただきます。
　私はロータリーに参加をしてまだ３年目です。ロー

タリーの活動でまだまだ知らないことがたくさんある
のですけれど、今回、奉仕プロジェクト委員会委員長
の役割をいただきまして、改めてロータリークラブは
様々な奉仕活動をしていることを自分の上期の活動を
通じて学ばせていただいております。各委員長の皆さ
んはしっかり運営をしていただいているので、僕は幹
事や理事の皆さまとの調整役ができていて助かってい
るのですが、様々な奉仕活動をロータリーがやること
で、釧路の地域でいろいろな活動が浸透できていると
実感できているのが一番かなと思っています。
　下期は活動が残っていますので、そこをしっかりや
り切りたいと考えておりますし、様々な奉仕活動に参
加させていただくことで、今年一年間については担当
委員会としてしっかり参加させていただきたいと思っ
ています。これから来年以降のロータリー活動の中で
も様々な奉仕活動に積極的に参加して行きたいと感じ
ております。
　下期には様々な奉仕活動がございますので、ぜひ、
多くの皆さまに参加いただいてロータリーの奉仕活動
ができたらと考えております。引き続き、皆さまのご
協力をいただきながら活動を続けて行きたいと考えて
おります。ぜひ、よろしくお願いいたします。

ロータリー財団・奨学推進委員会　西村　智久委員長
　ビデオレターとい
うのを初めて見まし
た。来年からこれは、
あまり採用しないほ
うがいいと思いま
す。やっているのを
見ていて、すごく楽

そうですよね。僕もビデオレターにすればよかったと
反省しております。
　以前は「上期を振り返って」を上期にやっていまし
た。下期にやるのは「下期に向かって」という例会を
やっていました。今は年に１回しかないので「上期を
振り返って、下期に向かって」を合わせてやらなけれ
ばならないのが本来だと思います。分けたほうがいい
と思うのですが。
私どものロータリー財団・奨学推進委員会は、上期・
下期のそれぞれの片方しか事業がないような委員会
で、ヒマな委員会を三つ抱えております。
ロータリー財団寄付推進委員会・松井聖治委員長です。
本当は 11月 28日の総会後に荒井剛君の講演を予定
していたのですが、総会が紛糾したのでそこまでの時
間がありませんでした。下期に向かって、どこかで荒
井剛君を使ってリベンジしたいと思って抱えているよ
うですので、プログラム委員会の皆さま、よろしくお
願いいたします。
米山記念奨学会委員会・濱谷美津男委員長です。恒例

のＮＡＹＵＴＡのゴルフクラブと共同で９月 29日日
曜日に釧路カントリークラブでゴルフコンペを開催し
ております。参加者 13人。
嵯峨記念育英会委員会・ 吉田秀俊委員長です。実際は
何もやっておりません。私は嵯峨の担当理事をやって
おりますのでそちらの情報を皆さんにお知らせいたし
ます。
３年生８人、２年生と１年生が３人ずつ。この 14名
の奨学生に毎月２万円、１回８万円を年に３回、高校
生に入金しております。６月・９月・12月と前年度
は入金し終わっています。
これからは新年度に向けてなのですが、３月６日に「卒
業者例会」として８名に案内し、全員に来てもらえる
ように努力したいと考えております。５月の第４週に
は新しく奨学生を４名枠で募集し、このところ募集が
少なくなっていることから、何とか選考委員会では応
募人数が上回って誰かを落とすような選考委員会を
やってみたいなと思っております。その時には、吉田
委員長も登場し、髙橋会長も登場していただいて皆さ
んで喧々諤々、お昼を食べながら選考委員を毎年やっ
ております。ぜひ、選考委員をやってみたいという方
がいれば枠が余っておりますのでどうぞ。
そんな感じで下期に向かっては主に嵯峨記念育英会委
員会のみが活動を予定していることになります。この
３人の委員長に皆さまのご支援を厚くお願い申し上げ
まして委員会報告といたします。ありがとうございま
した。

東堂　光春幹事
　皆さま、こんにち
は。いい時間になっ
てまいりましたの
で、残り少ない時間
を使わせていただき
ます。
　昨年７月にスター

トさせていただきまして、皆さまの温かいご支援・ ご
協力でここまでやってこられたことに感謝を申し上げ
たいと思います。本当にありがとうございます。
　そして髙橋会長、約１年間、会長の側近としてお仕
えしてまいりましたが、ほぼロータリーの新人に近い
私を受け入れてくださり、また、右も左も分からない
私に逆に支えていただきました。本当にありがとうご
ざいます。まだ半年があるので会長への思いは一年を
振り返っての時にさせていただきたいと思います。
下期も誠心誠意、会長をお守りして行きたいと思いま
すので、副会長、副幹事を含めよろしくお願いいたし
ます。
ちょうど１年前、１月 18日に今日のような第１回目
の予定者理事会を開催させていただきました。そもそ

も私は、予定者理事会という存在を知らずに、佐藤前
幹事から「予定者理事会は何週目になりますか」と言
われて、「えッ、何ですかそれは」はみたいなことか
ら始まって、そもそも理事会をどのようにやるのかも
分からず、いろいろな方に聞きながらのスタートでし
た。これは、また時間のある時に話させていただきま
す。
例会も月に１回の夜間例会を含め、本年度は 26回、
本日の例会まで大きな事故もなく開催させていただき
ました。本当にありがたいことだと思っております。
担当していただいております委員会さん、大委員長さ
んに助けられて今日までやって来られております。
最後に、幹事として皆さんに会費の負担増額をお願い
しました。皆さまに快くご理解いただき、ご協力をい
ただきながら務めさせていただいていることに感謝を
申し上げまして、幹事の上期を振り返ってとさせてい
ただきます。
まだまだ下期の事業はたくさんの目白押しとなってお
りますので皆さんのお力添えをいただきたいと思いま
す。下期もどうぞよろしくお願いいたします。

会長の時間
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　　　　　　　　　　髙橋　直人会長
　会員の皆さま、こ
んにちは。今日は新
年交礼会の前に鳥取
神社・木下宮司、木
下パスト会長に神事
をしていただきまし
た。上期のお礼と下

期に向けての新たな誓いを、順風満帆に過ぎることを
ご祈願していただきました。私も新たな気持ちで誠心
誠意、例会を務めてまいりますので何卒よろしくお願
いいたします。
この後、出番がございますので今日の会長あいさつは、
この辺でやめさせていただきます。長く話さなければ
ならないので、申し訳ございません。今日も楽しい例
会にしましょう。

幹事報告　東堂　光春幹事
　皆さま、こんにちは。幹事報告になります。第７回
理事会の議事録が出来上がりました。ホワイトボード
に張ってありますので、後ほどご確認ください。
悲しいお知らせがありまして、事務局の大山さんが先
日、左腕を骨折してしまいました。自宅でこけて、左
手をガッとやったみたいで、全治６週間ということで
す。例会には、２月中は厳しいとの報告がありました。
ちなみに、事務局には今までどおり出勤をしておりま
すので、ご安心ください。しばらくはご迷惑をおかけ
しますけれども、事務局へ行った際は、大山さんへの

手厚いお見舞いをよろしくお願いいたします。
幹事報告は以上です。

髙橋　直人会長
　皆さま、こんにち
は。昨年７月から釧
路ロータリークラブ
会長に就任させてい
ただきまして６カ月
が過ぎました。これ
までを振り返るお話

をさせていただきます。
緊張感の中で各クラブ表敬訪問を行いました。私なり
にすべてのクラブで挨拶を変えて、釧路ロータリーク
ラブ会長として誇りを持ち、何とか務め上げました。
７月が終わって気がついたのですが、７月だけでロー
タリークラブの参加が 19回、19日もありました。
特に思い出に残っているのは納涼ビアパーティーで
す。会員の方々に多大なる応援をいただきましたこと、
一生忘れることはございません。
日台親善コンサートが「まなぼっと」の大ホールにて
開催されました席で、ロータリークラブ会長として開
会のあいさつという大役を受けることになり、緊張感
の中であいさつをしたことは大変良い経験になりまし
た。

８月に入り、７分区事業である中学親善硬式野球大会
が開催されました。決勝戦は豪雨のため、５回戦まで
でしたが無事に終了しました。各クラブのチームが集
まり久しぶりに観戦したのですが、レベルの高さに驚
かされました。この大会を開催するにあたりまして、
力を注いでくれました青少年奉仕委員長をはじめ、各
委員会メンバーの方々、誠にありがとうございました。
８月 24日には紋別ロータリークラブ創立 70周年記
念式典に吉田副会長、東堂幹事、藤原副幹事とともに
出向きました。昨年の地区大会でお世話になった飲食
店に行き、大変盛り上がったことしかいまは思い出せ
ません。
９月は、地区補助金を活用した釧路湿原散策学びのツ
アーが開催されました。子どもたちには胴長靴に着替
えてもらい、通常では立ち入ることのできない釧路湿
原国立公園の中に入り、散策しました。ツアーガイド
さんの話を真剣に聞く子どもたちの姿を見て感動しま
した。そのときの計画にはなかったのですが、参加者
の方々が自主的に釧路湿原のごみ拾いをしてくださっ
たことには感謝します。その後、猛禽類保護センター
に行き、新たな学びをさせていただきました。この企
画をすべて取りまとめていただいた木下パスト会長に
は、心から感謝いたします。新年度も開催されますこ
とを願っております。
10月には、上期最大の行事、地区大会が帯広の地で
開催され、30名を超えるメンバーの方々に参加して
いただきました。いつもは釧路ナイトからの参加です
が、今回は会長という立場での参加でしたので、小谷
ガバナーの難しいお話を聞き、釧路ナイトに帰ってき
て、皆さまの顔を見たときは、ほっとしたことを思い
出します。
２日にはポリオ根絶サイクリング運動が行われ、小谷
ガバナー事務所から釧路キャッスルホテルを８時にス
タートするので見送りとマスコミ取材のお願いが届
き、東堂幹事がすべてを準備し、当日に向かいました。
ところが、本人には連絡をしておらず、ＮＨＫさん、
北海道新聞さん、釧路新聞さんが来た時は、本人がい
ないというアクシデントが起こる恐れがありました
が、釧路北クラブ篠原幹事の気付きで無事取材とお見
送りができました。
11月になり、荒井エレクトのおかげでグローバル補
助金申請も無事承認されました。５月ころには贈呈式
が行われると思います。
12月にはロータリークラブアイスホッケー大会が開
催され、全国全道から数多くのチームが参加して、チー
ム力強化につながる素晴らしい大会が行われました。
次の日 12月１日から４日の予定で台北中央ロータ
リークラブ周年開催に伴い、台湾に出発しました。詳
しい内容は、次回例会で村上国際委員長から報告いた
だくとして、一言で言いきれませんが、大変手厚い歓

迎を受けたことは間違いございませんので、当クラブ
90周年のときには台北中央ロータリークラブメン
バーの方々が数多く来てくださると思いますので、お
返しをしたいと思います。
最後になりますが、瀧波プログラム委員長と委員会メ
ンバーの手腕で多種多様な講師をお招きし、素晴らし
いご講話を聞かしていただきましたこと、この場をお
借りしてお礼申し上げます。下期もよろしくお願いい
たします。
釧路ロータリークラブ会長として、上期を無事に乗り
越えられたことは、会員の方々のご協力の賜物です。
下期も油断することなく、着実に例会、事業等を行い
ますので、お力添えの程よろしくお願いいたします。
下期も楽しい例会にしてまいりますので、何卒よろし
くお願いいたします。以上で終わります。

吉田　英一副会長
　皆さま、こんにち
は。副会長というこ
とで、受けさせても
らうか、もらわない
かという１年前に、
「せっかくのチャン
スなのだから、いい

学びになるのだからやりなさい」と何人もの先輩たち
に言っていただきまして、受けさせていただきました。
いま考えてみたら、副会長という立場で会長の隣で司
会をやらせていただいて、理事会も議長というのか司
会をさせていただいて、特に何事もなく半年を終えた
ということは、まず僕の気持ちとしては本当に感謝を
申し上げたいと思います。通常であれば、何かいろん
なことが起きたりするのですけども、やはり会長をは
じめ、幹事、副幹事、理事の皆さま、そして会員の皆
さま方のサポートがあっての今だと思っております。
私は副会長だから偉いとかそんなことはないと思いま
す。あくまでもロータリー活動というのは、副会長だ
としたら副会長を経験するトレーニングだと思ってお
ります。すべてやったことには必ず学びがあると私は
捉えております。アインシュタインという人も、「学
ぶためには経験する以上の学びはない」と言っており
ます。何かを学ぶためには、経験しなければそれ以上
の学びはないのだよと言っております。そういう意味
で副会長という立場でいろんなことを学ばせていただ
いておりますので、学んだことを下期の半年間に生か
していきます。
ロータリークラブには３名の吉田という方がおります
が、今日は「良い吉田」の方がいらっしゃいまして、
僕は「悪い吉田」となっておりますけども、ロータリー
クラブの最後の例会で副会長が終わるころには、
「ちょっとだけ良い吉田」になれるように邁進してい

きたいと思っておりますので、皆さま、今後ともサポー
トのほうよろしくお願いいたします。ありがとうござ
いました。

司会
本日、大委員長は出張で欠席ということですから、「上
半期を振り返って」を映像で報告させていただきます
ので、ご覧ください。

クラブ運営委員会　濱口　憲太委員長
　皆さん、こんにち
は。クラブ運営委員
会の委員長を務めて
おります濱口です。
本日は業界の仕事の
関係にて、どうして
も出張対応でして大

変大事な例会に欠席となりました。冒頭に深くお詫び
を申し上げます。私は何かとビデオ出演が多く、本当
に申し訳ございません。
　早いもので、予定者段階から１年が経ちまして、今
年もあと半年となりました。上半期は出席委員会、親
睦活動委員会、プログラム委員会の皆さんが精力的に
取り組んでいただきまして、私としてはホントにいつ
も何もせず、委員会の皆さんに助けられているという
状況でございます。
　出席委員会は沢田委員長が例会の出席状況を苦労し
て毎回、出席表を作っていただいています。そろそろ、
エクセルの表とニラメッコするのが大分辛くなってき
ているのではないかと思いますけど、下半期も出席率
の向上に向けて委員会の皆さん、よろしくお願いいた
します。
　親睦活動委員会です。責任感と実行力のあふれる熱
い男・石井委員長が、そして企画の神・小野寺副委員
長、そして現場監督の鬼・田坂副委員長と連携して毎
月の夜間例会、そして楽しい委員会をメンバー全員で
盛り上げていただいているところです。私も昨年は委
員長を経験させていただきましたけれども、７月に怒
涛のように始まり、12月のクリスマス家族会を終え
ての時間経過を全く感じる間もなく半分が終わったと
いう感覚ではなかろうかと思います。上半期、ひとつ
ひとつの夜間例会が委員長、委員会の皆さんがオリジ
ナリティにあふれる例会を作っていただきまして、参
加されている皆さまが心から楽しんで笑顔になってい
ただいていることは、すごいなぁという感謝の気持ち
でいっぱいです。下半期も年明けから交礼会から始ま
りますのでどうぞよろしくお願いいたします。
　プログラム委員会です。こちらも、クラブの伝統を
重んじながら、釧路地域のトレンドを 発信する瀧波
委員長のワクワク感に私も毎度、ワクワクしておりま

す。今年度、髙橋会長が掲げるスローガンの奉仕活動
の道標として瀧波委員長が考えられた会員卓話と講師
例会が未来への期待感であったり、伝統ある釧路クラ
ブだからこその可能性を感じられたり、上期のプログ
ラムを作っていただいております。これもひとえにプ
ログラム委員会の吉田パストガバナー、石田パスト会
長、そして副委員長の脇パスト会長はじめ重鎮の皆さ
まの貴重なアドバイスの賜物と感謝しております。な
により、ただならぬ緊張感が漂う委員会ですが、今年
は委員会を開催してもワイワイ楽しく活動をしており
ます。下期のプログラム委員会の皆さま、何卒よろし
くお願いいたします。
　最後になりますけれども、私もクラブ運営委員長と
して初めての経験ですが、この委員会が扱う予算の大
きさ、ひとつひとつの事業の大事さがよく分かりまし
た。下半期も髙橋会長年度をお支えするために市橋副
委員長とともにクラブ運営委員会は一生懸命に頑張っ
てまいりたいと思います。上半期は大変お世話になり
ました。下半期も皆さん、ご協力・ご出席のほどどう
ぞよろしくお願いいたします。

クラブ広報・会員組織委員会　曽我部元親委員長
　皆さん、こんにちは。クラブ広報・会員組織委員会
大委員長の曽我部です。本日は例会に出席が叶わない
ことで大変申し訳ございません。さらに、新年交礼会
にも参加することができませんでした。改めまして、
本年もよろしくお願いいたします。
　さて、私が担当する三つの委員会ですが、委員長、
副委員長、そして委員の皆さまのご尽力により上半期
の全ての事業を滞りなく終えることができておりま
す。改めて、委員の皆さまに厚くお礼を申し上げます。
　下半期も、委員全員が一丸となって頑張ってまいり
ましょう。
そして、上半期の振り返りですが、私が一番思い出に
残っているのはクリスマス例会での理事の出し物で
す。本番に強い会長と把握の強い幹事長、そして企画
をしてくれた副幹事長のお陰で大成功だったと思って
います。一部には「親睦副委員長の小野寺君の抽選会
が盛り上がった」という話もありますが、私としては
大変良かったと思っております。
下半期も一生懸命に頑張ってまいりますのでよろしく
お願いいたします。

奉仕プロジェクト委員会　八幡　好洋委員長
　奉仕プロジェクト委員会委員長の八幡です。本日は
例会に参加できずに誠に申し訳ございません。代わり
にビデオメッセージでお話させていただきます。本日
は「上期を振り返って」がテーマの例会です。上期の
活動を振り返らせていただきます。
　私はロータリーに参加をしてまだ３年目です。ロー

タリーの活動でまだまだ知らないことがたくさんある
のですけれど、今回、奉仕プロジェクト委員会委員長
の役割をいただきまして、改めてロータリークラブは
様々な奉仕活動をしていることを自分の上期の活動を
通じて学ばせていただいております。各委員長の皆さ
んはしっかり運営をしていただいているので、僕は幹
事や理事の皆さまとの調整役ができていて助かってい
るのですが、様々な奉仕活動をロータリーがやること
で、釧路の地域でいろいろな活動が浸透できていると
実感できているのが一番かなと思っています。
　下期は活動が残っていますので、そこをしっかりや
り切りたいと考えておりますし、様々な奉仕活動に参
加させていただくことで、今年一年間については担当
委員会としてしっかり参加させていただきたいと思っ
ています。これから来年以降のロータリー活動の中で
も様々な奉仕活動に積極的に参加して行きたいと感じ
ております。
　下期には様々な奉仕活動がございますので、ぜひ、
多くの皆さまに参加いただいてロータリーの奉仕活動
ができたらと考えております。引き続き、皆さまのご
協力をいただきながら活動を続けて行きたいと考えて
おります。ぜひ、よろしくお願いいたします。

ロータリー財団・奨学推進委員会　西村　智久委員長
　ビデオレターとい
うのを初めて見まし
た。来年からこれは、
あまり採用しないほ
うがいいと思いま
す。やっているのを
見ていて、すごく楽

そうですよね。僕もビデオレターにすればよかったと
反省しております。
　以前は「上期を振り返って」を上期にやっていまし
た。下期にやるのは「下期に向かって」という例会を
やっていました。今は年に１回しかないので「上期を
振り返って、下期に向かって」を合わせてやらなけれ
ばならないのが本来だと思います。分けたほうがいい
と思うのですが。
私どものロータリー財団・奨学推進委員会は、上期・
下期のそれぞれの片方しか事業がないような委員会
で、ヒマな委員会を三つ抱えております。
ロータリー財団寄付推進委員会・松井聖治委員長です。
本当は 11月 28日の総会後に荒井剛君の講演を予定
していたのですが、総会が紛糾したのでそこまでの時
間がありませんでした。下期に向かって、どこかで荒
井剛君を使ってリベンジしたいと思って抱えているよ
うですので、プログラム委員会の皆さま、よろしくお
願いいたします。
米山記念奨学会委員会・濱谷美津男委員長です。恒例

のＮＡＹＵＴＡのゴルフクラブと共同で９月 29日日
曜日に釧路カントリークラブでゴルフコンペを開催し
ております。参加者 13人。
嵯峨記念育英会委員会・ 吉田秀俊委員長です。実際は
何もやっておりません。私は嵯峨の担当理事をやって
おりますのでそちらの情報を皆さんにお知らせいたし
ます。
３年生８人、２年生と１年生が３人ずつ。この 14名
の奨学生に毎月２万円、１回８万円を年に３回、高校
生に入金しております。６月・９月・12月と前年度
は入金し終わっています。
これからは新年度に向けてなのですが、３月６日に「卒
業者例会」として８名に案内し、全員に来てもらえる
ように努力したいと考えております。５月の第４週に
は新しく奨学生を４名枠で募集し、このところ募集が
少なくなっていることから、何とか選考委員会では応
募人数が上回って誰かを落とすような選考委員会を
やってみたいなと思っております。その時には、吉田
委員長も登場し、髙橋会長も登場していただいて皆さ
んで喧々諤々、お昼を食べながら選考委員を毎年やっ
ております。ぜひ、選考委員をやってみたいという方
がいれば枠が余っておりますのでどうぞ。
そんな感じで下期に向かっては主に嵯峨記念育英会委
員会のみが活動を予定していることになります。この
３人の委員長に皆さまのご支援を厚くお願い申し上げ
まして委員会報告といたします。ありがとうございま
した。

東堂　光春幹事
　皆さま、こんにち
は。いい時間になっ
てまいりましたの
で、残り少ない時間
を使わせていただき
ます。
　昨年７月にスター

トさせていただきまして、皆さまの温かいご支援・ ご
協力でここまでやってこられたことに感謝を申し上げ
たいと思います。本当にありがとうございます。
　そして髙橋会長、約１年間、会長の側近としてお仕
えしてまいりましたが、ほぼロータリーの新人に近い
私を受け入れてくださり、また、右も左も分からない
私に逆に支えていただきました。本当にありがとうご
ざいます。まだ半年があるので会長への思いは一年を
振り返っての時にさせていただきたいと思います。
下期も誠心誠意、会長をお守りして行きたいと思いま
すので、副会長、副幹事を含めよろしくお願いいたし
ます。
ちょうど１年前、１月 18日に今日のような第１回目
の予定者理事会を開催させていただきました。そもそ

も私は、予定者理事会という存在を知らずに、佐藤前
幹事から「予定者理事会は何週目になりますか」と言
われて、「えッ、何ですかそれは」はみたいなことか
ら始まって、そもそも理事会をどのようにやるのかも
分からず、いろいろな方に聞きながらのスタートでし
た。これは、また時間のある時に話させていただきま
す。
例会も月に１回の夜間例会を含め、本年度は 26回、
本日の例会まで大きな事故もなく開催させていただき
ました。本当にありがたいことだと思っております。
担当していただいております委員会さん、大委員長さ
んに助けられて今日までやって来られております。
最後に、幹事として皆さんに会費の負担増額をお願い
しました。皆さまに快くご理解いただき、ご協力をい
ただきながら務めさせていただいていることに感謝を
申し上げまして、幹事の上期を振り返ってとさせてい
ただきます。
まだまだ下期の事業はたくさんの目白押しとなってお
りますので皆さんのお力添えをいただきたいと思いま
す。下期もどうぞよろしくお願いいたします。
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　　　　　　　　　　髙橋　直人会長
　会員の皆さま、こ
んにちは。今日は新
年交礼会の前に鳥取
神社・木下宮司、木
下パスト会長に神事
をしていただきまし
た。上期のお礼と下

期に向けての新たな誓いを、順風満帆に過ぎることを
ご祈願していただきました。私も新たな気持ちで誠心
誠意、例会を務めてまいりますので何卒よろしくお願
いいたします。
この後、出番がございますので今日の会長あいさつは、
この辺でやめさせていただきます。長く話さなければ
ならないので、申し訳ございません。今日も楽しい例
会にしましょう。

幹事報告　東堂　光春幹事
　皆さま、こんにちは。幹事報告になります。第７回
理事会の議事録が出来上がりました。ホワイトボード
に張ってありますので、後ほどご確認ください。
悲しいお知らせがありまして、事務局の大山さんが先
日、左腕を骨折してしまいました。自宅でこけて、左
手をガッとやったみたいで、全治６週間ということで
す。例会には、２月中は厳しいとの報告がありました。
ちなみに、事務局には今までどおり出勤をしておりま
すので、ご安心ください。しばらくはご迷惑をおかけ
しますけれども、事務局へ行った際は、大山さんへの

手厚いお見舞いをよろしくお願いいたします。
幹事報告は以上です。

髙橋　直人会長
　皆さま、こんにち
は。昨年７月から釧
路ロータリークラブ
会長に就任させてい
ただきまして６カ月
が過ぎました。これ
までを振り返るお話

をさせていただきます。
緊張感の中で各クラブ表敬訪問を行いました。私なり
にすべてのクラブで挨拶を変えて、釧路ロータリーク
ラブ会長として誇りを持ち、何とか務め上げました。
７月が終わって気がついたのですが、７月だけでロー
タリークラブの参加が 19回、19日もありました。
特に思い出に残っているのは納涼ビアパーティーで
す。会員の方々に多大なる応援をいただきましたこと、
一生忘れることはございません。
日台親善コンサートが「まなぼっと」の大ホールにて
開催されました席で、ロータリークラブ会長として開
会のあいさつという大役を受けることになり、緊張感
の中であいさつをしたことは大変良い経験になりまし
た。

８月に入り、７分区事業である中学親善硬式野球大会
が開催されました。決勝戦は豪雨のため、５回戦まで
でしたが無事に終了しました。各クラブのチームが集
まり久しぶりに観戦したのですが、レベルの高さに驚
かされました。この大会を開催するにあたりまして、
力を注いでくれました青少年奉仕委員長をはじめ、各
委員会メンバーの方々、誠にありがとうございました。
８月 24日には紋別ロータリークラブ創立 70周年記
念式典に吉田副会長、東堂幹事、藤原副幹事とともに
出向きました。昨年の地区大会でお世話になった飲食
店に行き、大変盛り上がったことしかいまは思い出せ
ません。
９月は、地区補助金を活用した釧路湿原散策学びのツ
アーが開催されました。子どもたちには胴長靴に着替
えてもらい、通常では立ち入ることのできない釧路湿
原国立公園の中に入り、散策しました。ツアーガイド
さんの話を真剣に聞く子どもたちの姿を見て感動しま
した。そのときの計画にはなかったのですが、参加者
の方々が自主的に釧路湿原のごみ拾いをしてくださっ
たことには感謝します。その後、猛禽類保護センター
に行き、新たな学びをさせていただきました。この企
画をすべて取りまとめていただいた木下パスト会長に
は、心から感謝いたします。新年度も開催されますこ
とを願っております。
10月には、上期最大の行事、地区大会が帯広の地で
開催され、30名を超えるメンバーの方々に参加して
いただきました。いつもは釧路ナイトからの参加です
が、今回は会長という立場での参加でしたので、小谷
ガバナーの難しいお話を聞き、釧路ナイトに帰ってき
て、皆さまの顔を見たときは、ほっとしたことを思い
出します。
２日にはポリオ根絶サイクリング運動が行われ、小谷
ガバナー事務所から釧路キャッスルホテルを８時にス
タートするので見送りとマスコミ取材のお願いが届
き、東堂幹事がすべてを準備し、当日に向かいました。
ところが、本人には連絡をしておらず、ＮＨＫさん、
北海道新聞さん、釧路新聞さんが来た時は、本人がい
ないというアクシデントが起こる恐れがありました
が、釧路北クラブ篠原幹事の気付きで無事取材とお見
送りができました。
11月になり、荒井エレクトのおかげでグローバル補
助金申請も無事承認されました。５月ころには贈呈式
が行われると思います。
12月にはロータリークラブアイスホッケー大会が開
催され、全国全道から数多くのチームが参加して、チー
ム力強化につながる素晴らしい大会が行われました。
次の日 12月１日から４日の予定で台北中央ロータ
リークラブ周年開催に伴い、台湾に出発しました。詳
しい内容は、次回例会で村上国際委員長から報告いた
だくとして、一言で言いきれませんが、大変手厚い歓

迎を受けたことは間違いございませんので、当クラブ
90周年のときには台北中央ロータリークラブメン
バーの方々が数多く来てくださると思いますので、お
返しをしたいと思います。
最後になりますが、瀧波プログラム委員長と委員会メ
ンバーの手腕で多種多様な講師をお招きし、素晴らし
いご講話を聞かしていただきましたこと、この場をお
借りしてお礼申し上げます。下期もよろしくお願いい
たします。
釧路ロータリークラブ会長として、上期を無事に乗り
越えられたことは、会員の方々のご協力の賜物です。
下期も油断することなく、着実に例会、事業等を行い
ますので、お力添えの程よろしくお願いいたします。
下期も楽しい例会にしてまいりますので、何卒よろし
くお願いいたします。以上で終わります。

吉田　英一副会長
　皆さま、こんにち
は。副会長というこ
とで、受けさせても
らうか、もらわない
かという１年前に、
「せっかくのチャン
スなのだから、いい

学びになるのだからやりなさい」と何人もの先輩たち
に言っていただきまして、受けさせていただきました。
いま考えてみたら、副会長という立場で会長の隣で司
会をやらせていただいて、理事会も議長というのか司
会をさせていただいて、特に何事もなく半年を終えた
ということは、まず僕の気持ちとしては本当に感謝を
申し上げたいと思います。通常であれば、何かいろん
なことが起きたりするのですけども、やはり会長をは
じめ、幹事、副幹事、理事の皆さま、そして会員の皆
さま方のサポートがあっての今だと思っております。
私は副会長だから偉いとかそんなことはないと思いま
す。あくまでもロータリー活動というのは、副会長だ
としたら副会長を経験するトレーニングだと思ってお
ります。すべてやったことには必ず学びがあると私は
捉えております。アインシュタインという人も、「学
ぶためには経験する以上の学びはない」と言っており
ます。何かを学ぶためには、経験しなければそれ以上
の学びはないのだよと言っております。そういう意味
で副会長という立場でいろんなことを学ばせていただ
いておりますので、学んだことを下期の半年間に生か
していきます。
ロータリークラブには３名の吉田という方がおります
が、今日は「良い吉田」の方がいらっしゃいまして、
僕は「悪い吉田」となっておりますけども、ロータリー
クラブの最後の例会で副会長が終わるころには、
「ちょっとだけ良い吉田」になれるように邁進してい

きたいと思っておりますので、皆さま、今後ともサポー
トのほうよろしくお願いいたします。ありがとうござ
いました。

司会
本日、大委員長は出張で欠席ということですから、「上
半期を振り返って」を映像で報告させていただきます
ので、ご覧ください。

クラブ運営委員会　濱口　憲太委員長
　皆さん、こんにち
は。クラブ運営委員
会の委員長を務めて
おります濱口です。
本日は業界の仕事の
関係にて、どうして
も出張対応でして大

変大事な例会に欠席となりました。冒頭に深くお詫び
を申し上げます。私は何かとビデオ出演が多く、本当
に申し訳ございません。
　早いもので、予定者段階から１年が経ちまして、今
年もあと半年となりました。上半期は出席委員会、親
睦活動委員会、プログラム委員会の皆さんが精力的に
取り組んでいただきまして、私としてはホントにいつ
も何もせず、委員会の皆さんに助けられているという
状況でございます。
　出席委員会は沢田委員長が例会の出席状況を苦労し
て毎回、出席表を作っていただいています。そろそろ、
エクセルの表とニラメッコするのが大分辛くなってき
ているのではないかと思いますけど、下半期も出席率
の向上に向けて委員会の皆さん、よろしくお願いいた
します。
　親睦活動委員会です。責任感と実行力のあふれる熱
い男・石井委員長が、そして企画の神・小野寺副委員
長、そして現場監督の鬼・田坂副委員長と連携して毎
月の夜間例会、そして楽しい委員会をメンバー全員で
盛り上げていただいているところです。私も昨年は委
員長を経験させていただきましたけれども、７月に怒
涛のように始まり、12月のクリスマス家族会を終え
ての時間経過を全く感じる間もなく半分が終わったと
いう感覚ではなかろうかと思います。上半期、ひとつ
ひとつの夜間例会が委員長、委員会の皆さんがオリジ
ナリティにあふれる例会を作っていただきまして、参
加されている皆さまが心から楽しんで笑顔になってい
ただいていることは、すごいなぁという感謝の気持ち
でいっぱいです。下半期も年明けから交礼会から始ま
りますのでどうぞよろしくお願いいたします。
　プログラム委員会です。こちらも、クラブの伝統を
重んじながら、釧路地域のトレンドを 発信する瀧波
委員長のワクワク感に私も毎度、ワクワクしておりま

す。今年度、髙橋会長が掲げるスローガンの奉仕活動
の道標として瀧波委員長が考えられた会員卓話と講師
例会が未来への期待感であったり、伝統ある釧路クラ
ブだからこその可能性を感じられたり、上期のプログ
ラムを作っていただいております。これもひとえにプ
ログラム委員会の吉田パストガバナー、石田パスト会
長、そして副委員長の脇パスト会長はじめ重鎮の皆さ
まの貴重なアドバイスの賜物と感謝しております。な
により、ただならぬ緊張感が漂う委員会ですが、今年
は委員会を開催してもワイワイ楽しく活動をしており
ます。下期のプログラム委員会の皆さま、何卒よろし
くお願いいたします。
　最後になりますけれども、私もクラブ運営委員長と
して初めての経験ですが、この委員会が扱う予算の大
きさ、ひとつひとつの事業の大事さがよく分かりまし
た。下半期も髙橋会長年度をお支えするために市橋副
委員長とともにクラブ運営委員会は一生懸命に頑張っ
てまいりたいと思います。上半期は大変お世話になり
ました。下半期も皆さん、ご協力・ご出席のほどどう
ぞよろしくお願いいたします。

クラブ広報・会員組織委員会　曽我部元親委員長
　皆さん、こんにちは。クラブ広報・会員組織委員会
大委員長の曽我部です。本日は例会に出席が叶わない
ことで大変申し訳ございません。さらに、新年交礼会
にも参加することができませんでした。改めまして、
本年もよろしくお願いいたします。
　さて、私が担当する三つの委員会ですが、委員長、
副委員長、そして委員の皆さまのご尽力により上半期
の全ての事業を滞りなく終えることができておりま
す。改めて、委員の皆さまに厚くお礼を申し上げます。
　下半期も、委員全員が一丸となって頑張ってまいり
ましょう。
そして、上半期の振り返りですが、私が一番思い出に
残っているのはクリスマス例会での理事の出し物で
す。本番に強い会長と把握の強い幹事長、そして企画
をしてくれた副幹事長のお陰で大成功だったと思って
います。一部には「親睦副委員長の小野寺君の抽選会
が盛り上がった」という話もありますが、私としては
大変良かったと思っております。
下半期も一生懸命に頑張ってまいりますのでよろしく
お願いいたします。

奉仕プロジェクト委員会　八幡　好洋委員長
　奉仕プロジェクト委員会委員長の八幡です。本日は
例会に参加できずに誠に申し訳ございません。代わり
にビデオメッセージでお話させていただきます。本日
は「上期を振り返って」がテーマの例会です。上期の
活動を振り返らせていただきます。
　私はロータリーに参加をしてまだ３年目です。ロー

タリーの活動でまだまだ知らないことがたくさんある
のですけれど、今回、奉仕プロジェクト委員会委員長
の役割をいただきまして、改めてロータリークラブは
様々な奉仕活動をしていることを自分の上期の活動を
通じて学ばせていただいております。各委員長の皆さ
んはしっかり運営をしていただいているので、僕は幹
事や理事の皆さまとの調整役ができていて助かってい
るのですが、様々な奉仕活動をロータリーがやること
で、釧路の地域でいろいろな活動が浸透できていると
実感できているのが一番かなと思っています。
　下期は活動が残っていますので、そこをしっかりや
り切りたいと考えておりますし、様々な奉仕活動に参
加させていただくことで、今年一年間については担当
委員会としてしっかり参加させていただきたいと思っ
ています。これから来年以降のロータリー活動の中で
も様々な奉仕活動に積極的に参加して行きたいと感じ
ております。
　下期には様々な奉仕活動がございますので、ぜひ、
多くの皆さまに参加いただいてロータリーの奉仕活動
ができたらと考えております。引き続き、皆さまのご
協力をいただきながら活動を続けて行きたいと考えて
おります。ぜひ、よろしくお願いいたします。

ロータリー財団・奨学推進委員会　西村　智久委員長
　ビデオレターとい
うのを初めて見まし
た。来年からこれは、
あまり採用しないほ
うがいいと思いま
す。やっているのを
見ていて、すごく楽

そうですよね。僕もビデオレターにすればよかったと
反省しております。
　以前は「上期を振り返って」を上期にやっていまし
た。下期にやるのは「下期に向かって」という例会を
やっていました。今は年に１回しかないので「上期を
振り返って、下期に向かって」を合わせてやらなけれ
ばならないのが本来だと思います。分けたほうがいい
と思うのですが。
私どものロータリー財団・奨学推進委員会は、上期・
下期のそれぞれの片方しか事業がないような委員会
で、ヒマな委員会を三つ抱えております。
ロータリー財団寄付推進委員会・松井聖治委員長です。
本当は 11月 28日の総会後に荒井剛君の講演を予定
していたのですが、総会が紛糾したのでそこまでの時
間がありませんでした。下期に向かって、どこかで荒
井剛君を使ってリベンジしたいと思って抱えているよ
うですので、プログラム委員会の皆さま、よろしくお
願いいたします。
米山記念奨学会委員会・濱谷美津男委員長です。恒例

のＮＡＹＵＴＡのゴルフクラブと共同で９月 29日日
曜日に釧路カントリークラブでゴルフコンペを開催し
ております。参加者 13人。
嵯峨記念育英会委員会・ 吉田秀俊委員長です。実際は
何もやっておりません。私は嵯峨の担当理事をやって
おりますのでそちらの情報を皆さんにお知らせいたし
ます。
３年生８人、２年生と１年生が３人ずつ。この 14名
の奨学生に毎月２万円、１回８万円を年に３回、高校
生に入金しております。６月・９月・12月と前年度
は入金し終わっています。
これからは新年度に向けてなのですが、３月６日に「卒
業者例会」として８名に案内し、全員に来てもらえる
ように努力したいと考えております。５月の第４週に
は新しく奨学生を４名枠で募集し、このところ募集が
少なくなっていることから、何とか選考委員会では応
募人数が上回って誰かを落とすような選考委員会を
やってみたいなと思っております。その時には、吉田
委員長も登場し、髙橋会長も登場していただいて皆さ
んで喧々諤々、お昼を食べながら選考委員を毎年やっ
ております。ぜひ、選考委員をやってみたいという方
がいれば枠が余っておりますのでどうぞ。
そんな感じで下期に向かっては主に嵯峨記念育英会委
員会のみが活動を予定していることになります。この
３人の委員長に皆さまのご支援を厚くお願い申し上げ
まして委員会報告といたします。ありがとうございま
した。

東堂　光春幹事
　皆さま、こんにち
は。いい時間になっ
てまいりましたの
で、残り少ない時間
を使わせていただき
ます。
　昨年７月にスター

トさせていただきまして、皆さまの温かいご支援・ ご
協力でここまでやってこられたことに感謝を申し上げ
たいと思います。本当にありがとうございます。
　そして髙橋会長、約１年間、会長の側近としてお仕
えしてまいりましたが、ほぼロータリーの新人に近い
私を受け入れてくださり、また、右も左も分からない
私に逆に支えていただきました。本当にありがとうご
ざいます。まだ半年があるので会長への思いは一年を
振り返っての時にさせていただきたいと思います。
下期も誠心誠意、会長をお守りして行きたいと思いま
すので、副会長、副幹事を含めよろしくお願いいたし
ます。
ちょうど１年前、１月 18日に今日のような第１回目
の予定者理事会を開催させていただきました。そもそ

も私は、予定者理事会という存在を知らずに、佐藤前
幹事から「予定者理事会は何週目になりますか」と言
われて、「えッ、何ですかそれは」はみたいなことか
ら始まって、そもそも理事会をどのようにやるのかも
分からず、いろいろな方に聞きながらのスタートでし
た。これは、また時間のある時に話させていただきま
す。
例会も月に１回の夜間例会を含め、本年度は 26回、
本日の例会まで大きな事故もなく開催させていただき
ました。本当にありがたいことだと思っております。
担当していただいております委員会さん、大委員長さ
んに助けられて今日までやって来られております。
最後に、幹事として皆さんに会費の負担増額をお願い
しました。皆さまに快くご理解いただき、ご協力をい
ただきながら務めさせていただいていることに感謝を
申し上げまして、幹事の上期を振り返ってとさせてい
ただきます。
まだまだ下期の事業はたくさんの目白押しとなってお
りますので皆さんのお力添えをいただきたいと思いま
す。下期もどうぞよろしくお願いいたします。
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　　　　　　　　　　髙橋　直人会長
　会員の皆さま、こ
んにちは。今日は新
年交礼会の前に鳥取
神社・木下宮司、木
下パスト会長に神事
をしていただきまし
た。上期のお礼と下

期に向けての新たな誓いを、順風満帆に過ぎることを
ご祈願していただきました。私も新たな気持ちで誠心
誠意、例会を務めてまいりますので何卒よろしくお願
いいたします。
この後、出番がございますので今日の会長あいさつは、
この辺でやめさせていただきます。長く話さなければ
ならないので、申し訳ございません。今日も楽しい例
会にしましょう。

幹事報告　東堂　光春幹事
　皆さま、こんにちは。幹事報告になります。第７回
理事会の議事録が出来上がりました。ホワイトボード
に張ってありますので、後ほどご確認ください。
悲しいお知らせがありまして、事務局の大山さんが先
日、左腕を骨折してしまいました。自宅でこけて、左
手をガッとやったみたいで、全治６週間ということで
す。例会には、２月中は厳しいとの報告がありました。
ちなみに、事務局には今までどおり出勤をしておりま
すので、ご安心ください。しばらくはご迷惑をおかけ
しますけれども、事務局へ行った際は、大山さんへの

手厚いお見舞いをよろしくお願いいたします。
幹事報告は以上です。

髙橋　直人会長
　皆さま、こんにち
は。昨年７月から釧
路ロータリークラブ
会長に就任させてい
ただきまして６カ月
が過ぎました。これ
までを振り返るお話

をさせていただきます。
緊張感の中で各クラブ表敬訪問を行いました。私なり
にすべてのクラブで挨拶を変えて、釧路ロータリーク
ラブ会長として誇りを持ち、何とか務め上げました。
７月が終わって気がついたのですが、７月だけでロー
タリークラブの参加が 19回、19日もありました。
特に思い出に残っているのは納涼ビアパーティーで
す。会員の方々に多大なる応援をいただきましたこと、
一生忘れることはございません。
日台親善コンサートが「まなぼっと」の大ホールにて
開催されました席で、ロータリークラブ会長として開
会のあいさつという大役を受けることになり、緊張感
の中であいさつをしたことは大変良い経験になりまし
た。

８月に入り、７分区事業である中学親善硬式野球大会
が開催されました。決勝戦は豪雨のため、５回戦まで
でしたが無事に終了しました。各クラブのチームが集
まり久しぶりに観戦したのですが、レベルの高さに驚
かされました。この大会を開催するにあたりまして、
力を注いでくれました青少年奉仕委員長をはじめ、各
委員会メンバーの方々、誠にありがとうございました。
８月 24日には紋別ロータリークラブ創立 70周年記
念式典に吉田副会長、東堂幹事、藤原副幹事とともに
出向きました。昨年の地区大会でお世話になった飲食
店に行き、大変盛り上がったことしかいまは思い出せ
ません。
９月は、地区補助金を活用した釧路湿原散策学びのツ
アーが開催されました。子どもたちには胴長靴に着替
えてもらい、通常では立ち入ることのできない釧路湿
原国立公園の中に入り、散策しました。ツアーガイド
さんの話を真剣に聞く子どもたちの姿を見て感動しま
した。そのときの計画にはなかったのですが、参加者
の方々が自主的に釧路湿原のごみ拾いをしてくださっ
たことには感謝します。その後、猛禽類保護センター
に行き、新たな学びをさせていただきました。この企
画をすべて取りまとめていただいた木下パスト会長に
は、心から感謝いたします。新年度も開催されますこ
とを願っております。
10月には、上期最大の行事、地区大会が帯広の地で
開催され、30名を超えるメンバーの方々に参加して
いただきました。いつもは釧路ナイトからの参加です
が、今回は会長という立場での参加でしたので、小谷
ガバナーの難しいお話を聞き、釧路ナイトに帰ってき
て、皆さまの顔を見たときは、ほっとしたことを思い
出します。
２日にはポリオ根絶サイクリング運動が行われ、小谷
ガバナー事務所から釧路キャッスルホテルを８時にス
タートするので見送りとマスコミ取材のお願いが届
き、東堂幹事がすべてを準備し、当日に向かいました。
ところが、本人には連絡をしておらず、ＮＨＫさん、
北海道新聞さん、釧路新聞さんが来た時は、本人がい
ないというアクシデントが起こる恐れがありました
が、釧路北クラブ篠原幹事の気付きで無事取材とお見
送りができました。
11月になり、荒井エレクトのおかげでグローバル補
助金申請も無事承認されました。５月ころには贈呈式
が行われると思います。
12月にはロータリークラブアイスホッケー大会が開
催され、全国全道から数多くのチームが参加して、チー
ム力強化につながる素晴らしい大会が行われました。
次の日 12月１日から４日の予定で台北中央ロータ
リークラブ周年開催に伴い、台湾に出発しました。詳
しい内容は、次回例会で村上国際委員長から報告いた
だくとして、一言で言いきれませんが、大変手厚い歓

迎を受けたことは間違いございませんので、当クラブ
90周年のときには台北中央ロータリークラブメン
バーの方々が数多く来てくださると思いますので、お
返しをしたいと思います。
最後になりますが、瀧波プログラム委員長と委員会メ
ンバーの手腕で多種多様な講師をお招きし、素晴らし
いご講話を聞かしていただきましたこと、この場をお
借りしてお礼申し上げます。下期もよろしくお願いい
たします。
釧路ロータリークラブ会長として、上期を無事に乗り
越えられたことは、会員の方々のご協力の賜物です。
下期も油断することなく、着実に例会、事業等を行い
ますので、お力添えの程よろしくお願いいたします。
下期も楽しい例会にしてまいりますので、何卒よろし
くお願いいたします。以上で終わります。

吉田　英一副会長
　皆さま、こんにち
は。副会長というこ
とで、受けさせても
らうか、もらわない
かという１年前に、
「せっかくのチャン
スなのだから、いい

学びになるのだからやりなさい」と何人もの先輩たち
に言っていただきまして、受けさせていただきました。
いま考えてみたら、副会長という立場で会長の隣で司
会をやらせていただいて、理事会も議長というのか司
会をさせていただいて、特に何事もなく半年を終えた
ということは、まず僕の気持ちとしては本当に感謝を
申し上げたいと思います。通常であれば、何かいろん
なことが起きたりするのですけども、やはり会長をは
じめ、幹事、副幹事、理事の皆さま、そして会員の皆
さま方のサポートがあっての今だと思っております。
私は副会長だから偉いとかそんなことはないと思いま
す。あくまでもロータリー活動というのは、副会長だ
としたら副会長を経験するトレーニングだと思ってお
ります。すべてやったことには必ず学びがあると私は
捉えております。アインシュタインという人も、「学
ぶためには経験する以上の学びはない」と言っており
ます。何かを学ぶためには、経験しなければそれ以上
の学びはないのだよと言っております。そういう意味
で副会長という立場でいろんなことを学ばせていただ
いておりますので、学んだことを下期の半年間に生か
していきます。
ロータリークラブには３名の吉田という方がおります
が、今日は「良い吉田」の方がいらっしゃいまして、
僕は「悪い吉田」となっておりますけども、ロータリー
クラブの最後の例会で副会長が終わるころには、
「ちょっとだけ良い吉田」になれるように邁進してい

きたいと思っておりますので、皆さま、今後ともサポー
トのほうよろしくお願いいたします。ありがとうござ
いました。

司会
本日、大委員長は出張で欠席ということですから、「上
半期を振り返って」を映像で報告させていただきます
ので、ご覧ください。

クラブ運営委員会　濱口　憲太委員長
　皆さん、こんにち
は。クラブ運営委員
会の委員長を務めて
おります濱口です。
本日は業界の仕事の
関係にて、どうして
も出張対応でして大

変大事な例会に欠席となりました。冒頭に深くお詫び
を申し上げます。私は何かとビデオ出演が多く、本当
に申し訳ございません。
　早いもので、予定者段階から１年が経ちまして、今
年もあと半年となりました。上半期は出席委員会、親
睦活動委員会、プログラム委員会の皆さんが精力的に
取り組んでいただきまして、私としてはホントにいつ
も何もせず、委員会の皆さんに助けられているという
状況でございます。
　出席委員会は沢田委員長が例会の出席状況を苦労し
て毎回、出席表を作っていただいています。そろそろ、
エクセルの表とニラメッコするのが大分辛くなってき
ているのではないかと思いますけど、下半期も出席率
の向上に向けて委員会の皆さん、よろしくお願いいた
します。
　親睦活動委員会です。責任感と実行力のあふれる熱
い男・石井委員長が、そして企画の神・小野寺副委員
長、そして現場監督の鬼・田坂副委員長と連携して毎
月の夜間例会、そして楽しい委員会をメンバー全員で
盛り上げていただいているところです。私も昨年は委
員長を経験させていただきましたけれども、７月に怒
涛のように始まり、12月のクリスマス家族会を終え
ての時間経過を全く感じる間もなく半分が終わったと
いう感覚ではなかろうかと思います。上半期、ひとつ
ひとつの夜間例会が委員長、委員会の皆さんがオリジ
ナリティにあふれる例会を作っていただきまして、参
加されている皆さまが心から楽しんで笑顔になってい
ただいていることは、すごいなぁという感謝の気持ち
でいっぱいです。下半期も年明けから交礼会から始ま
りますのでどうぞよろしくお願いいたします。
　プログラム委員会です。こちらも、クラブの伝統を
重んじながら、釧路地域のトレンドを 発信する瀧波
委員長のワクワク感に私も毎度、ワクワクしておりま

す。今年度、髙橋会長が掲げるスローガンの奉仕活動
の道標として瀧波委員長が考えられた会員卓話と講師
例会が未来への期待感であったり、伝統ある釧路クラ
ブだからこその可能性を感じられたり、上期のプログ
ラムを作っていただいております。これもひとえにプ
ログラム委員会の吉田パストガバナー、石田パスト会
長、そして副委員長の脇パスト会長はじめ重鎮の皆さ
まの貴重なアドバイスの賜物と感謝しております。な
により、ただならぬ緊張感が漂う委員会ですが、今年
は委員会を開催してもワイワイ楽しく活動をしており
ます。下期のプログラム委員会の皆さま、何卒よろし
くお願いいたします。
　最後になりますけれども、私もクラブ運営委員長と
して初めての経験ですが、この委員会が扱う予算の大
きさ、ひとつひとつの事業の大事さがよく分かりまし
た。下半期も髙橋会長年度をお支えするために市橋副
委員長とともにクラブ運営委員会は一生懸命に頑張っ
てまいりたいと思います。上半期は大変お世話になり
ました。下半期も皆さん、ご協力・ご出席のほどどう
ぞよろしくお願いいたします。

クラブ広報・会員組織委員会　曽我部元親委員長
　皆さん、こんにちは。クラブ広報・会員組織委員会
大委員長の曽我部です。本日は例会に出席が叶わない
ことで大変申し訳ございません。さらに、新年交礼会
にも参加することができませんでした。改めまして、
本年もよろしくお願いいたします。
　さて、私が担当する三つの委員会ですが、委員長、
副委員長、そして委員の皆さまのご尽力により上半期
の全ての事業を滞りなく終えることができておりま
す。改めて、委員の皆さまに厚くお礼を申し上げます。
　下半期も、委員全員が一丸となって頑張ってまいり
ましょう。
そして、上半期の振り返りですが、私が一番思い出に
残っているのはクリスマス例会での理事の出し物で
す。本番に強い会長と把握の強い幹事長、そして企画
をしてくれた副幹事長のお陰で大成功だったと思って
います。一部には「親睦副委員長の小野寺君の抽選会
が盛り上がった」という話もありますが、私としては
大変良かったと思っております。
下半期も一生懸命に頑張ってまいりますのでよろしく
お願いいたします。

奉仕プロジェクト委員会　八幡　好洋委員長
　奉仕プロジェクト委員会委員長の八幡です。本日は
例会に参加できずに誠に申し訳ございません。代わり
にビデオメッセージでお話させていただきます。本日
は「上期を振り返って」がテーマの例会です。上期の
活動を振り返らせていただきます。
　私はロータリーに参加をしてまだ３年目です。ロー

タリーの活動でまだまだ知らないことがたくさんある
のですけれど、今回、奉仕プロジェクト委員会委員長
の役割をいただきまして、改めてロータリークラブは
様々な奉仕活動をしていることを自分の上期の活動を
通じて学ばせていただいております。各委員長の皆さ
んはしっかり運営をしていただいているので、僕は幹
事や理事の皆さまとの調整役ができていて助かってい
るのですが、様々な奉仕活動をロータリーがやること
で、釧路の地域でいろいろな活動が浸透できていると
実感できているのが一番かなと思っています。
　下期は活動が残っていますので、そこをしっかりや
り切りたいと考えておりますし、様々な奉仕活動に参
加させていただくことで、今年一年間については担当
委員会としてしっかり参加させていただきたいと思っ
ています。これから来年以降のロータリー活動の中で
も様々な奉仕活動に積極的に参加して行きたいと感じ
ております。
　下期には様々な奉仕活動がございますので、ぜひ、
多くの皆さまに参加いただいてロータリーの奉仕活動
ができたらと考えております。引き続き、皆さまのご
協力をいただきながら活動を続けて行きたいと考えて
おります。ぜひ、よろしくお願いいたします。

ロータリー財団・奨学推進委員会　西村　智久委員長
　ビデオレターとい
うのを初めて見まし
た。来年からこれは、
あまり採用しないほ
うがいいと思いま
す。やっているのを
見ていて、すごく楽

そうですよね。僕もビデオレターにすればよかったと
反省しております。
　以前は「上期を振り返って」を上期にやっていまし
た。下期にやるのは「下期に向かって」という例会を
やっていました。今は年に１回しかないので「上期を
振り返って、下期に向かって」を合わせてやらなけれ
ばならないのが本来だと思います。分けたほうがいい
と思うのですが。
私どものロータリー財団・奨学推進委員会は、上期・
下期のそれぞれの片方しか事業がないような委員会
で、ヒマな委員会を三つ抱えております。
ロータリー財団寄付推進委員会・松井聖治委員長です。
本当は 11月 28日の総会後に荒井剛君の講演を予定
していたのですが、総会が紛糾したのでそこまでの時
間がありませんでした。下期に向かって、どこかで荒
井剛君を使ってリベンジしたいと思って抱えているよ
うですので、プログラム委員会の皆さま、よろしくお
願いいたします。
米山記念奨学会委員会・濱谷美津男委員長です。恒例

のＮＡＹＵＴＡのゴルフクラブと共同で９月 29日日
曜日に釧路カントリークラブでゴルフコンペを開催し
ております。参加者 13人。
嵯峨記念育英会委員会・ 吉田秀俊委員長です。実際は
何もやっておりません。私は嵯峨の担当理事をやって
おりますのでそちらの情報を皆さんにお知らせいたし
ます。
３年生８人、２年生と１年生が３人ずつ。この 14名
の奨学生に毎月２万円、１回８万円を年に３回、高校
生に入金しております。６月・９月・12月と前年度
は入金し終わっています。
これからは新年度に向けてなのですが、３月６日に「卒
業者例会」として８名に案内し、全員に来てもらえる
ように努力したいと考えております。５月の第４週に
は新しく奨学生を４名枠で募集し、このところ募集が
少なくなっていることから、何とか選考委員会では応
募人数が上回って誰かを落とすような選考委員会を
やってみたいなと思っております。その時には、吉田
委員長も登場し、髙橋会長も登場していただいて皆さ
んで喧々諤々、お昼を食べながら選考委員を毎年やっ
ております。ぜひ、選考委員をやってみたいという方
がいれば枠が余っておりますのでどうぞ。
そんな感じで下期に向かっては主に嵯峨記念育英会委
員会のみが活動を予定していることになります。この
３人の委員長に皆さまのご支援を厚くお願い申し上げ
まして委員会報告といたします。ありがとうございま
した。

東堂　光春幹事
　皆さま、こんにち
は。いい時間になっ
てまいりましたの
で、残り少ない時間
を使わせていただき
ます。
　昨年７月にスター

トさせていただきまして、皆さまの温かいご支援・ ご
協力でここまでやってこられたことに感謝を申し上げ
たいと思います。本当にありがとうございます。
　そして髙橋会長、約１年間、会長の側近としてお仕
えしてまいりましたが、ほぼロータリーの新人に近い
私を受け入れてくださり、また、右も左も分からない
私に逆に支えていただきました。本当にありがとうご
ざいます。まだ半年があるので会長への思いは一年を
振り返っての時にさせていただきたいと思います。
下期も誠心誠意、会長をお守りして行きたいと思いま
すので、副会長、副幹事を含めよろしくお願いいたし
ます。
ちょうど１年前、１月 18日に今日のような第１回目
の予定者理事会を開催させていただきました。そもそ

も私は、予定者理事会という存在を知らずに、佐藤前
幹事から「予定者理事会は何週目になりますか」と言
われて、「えッ、何ですかそれは」はみたいなことか
ら始まって、そもそも理事会をどのようにやるのかも
分からず、いろいろな方に聞きながらのスタートでし
た。これは、また時間のある時に話させていただきま
す。
例会も月に１回の夜間例会を含め、本年度は 26回、
本日の例会まで大きな事故もなく開催させていただき
ました。本当にありがたいことだと思っております。
担当していただいております委員会さん、大委員長さ
んに助けられて今日までやって来られております。
最後に、幹事として皆さんに会費の負担増額をお願い
しました。皆さまに快くご理解いただき、ご協力をい
ただきながら務めさせていただいていることに感謝を
申し上げまして、幹事の上期を振り返ってとさせてい
ただきます。
まだまだ下期の事業はたくさんの目白押しとなってお
りますので皆さんのお力添えをいただきたいと思いま
す。下期もどうぞよろしくお願いいたします。
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　　　　　　　　　　髙橋　直人会長
　会員の皆さま、こ
んにちは。今日は新
年交礼会の前に鳥取
神社・木下宮司、木
下パスト会長に神事
をしていただきまし
た。上期のお礼と下

期に向けての新たな誓いを、順風満帆に過ぎることを
ご祈願していただきました。私も新たな気持ちで誠心
誠意、例会を務めてまいりますので何卒よろしくお願
いいたします。
この後、出番がございますので今日の会長あいさつは、
この辺でやめさせていただきます。長く話さなければ
ならないので、申し訳ございません。今日も楽しい例
会にしましょう。

幹事報告　東堂　光春幹事
　皆さま、こんにちは。幹事報告になります。第７回
理事会の議事録が出来上がりました。ホワイトボード
に張ってありますので、後ほどご確認ください。
悲しいお知らせがありまして、事務局の大山さんが先
日、左腕を骨折してしまいました。自宅でこけて、左
手をガッとやったみたいで、全治６週間ということで
す。例会には、２月中は厳しいとの報告がありました。
ちなみに、事務局には今までどおり出勤をしておりま
すので、ご安心ください。しばらくはご迷惑をおかけ
しますけれども、事務局へ行った際は、大山さんへの

手厚いお見舞いをよろしくお願いいたします。
幹事報告は以上です。

髙橋　直人会長
　皆さま、こんにち
は。昨年７月から釧
路ロータリークラブ
会長に就任させてい
ただきまして６カ月
が過ぎました。これ
までを振り返るお話

をさせていただきます。
緊張感の中で各クラブ表敬訪問を行いました。私なり
にすべてのクラブで挨拶を変えて、釧路ロータリーク
ラブ会長として誇りを持ち、何とか務め上げました。
７月が終わって気がついたのですが、７月だけでロー
タリークラブの参加が 19回、19日もありました。
特に思い出に残っているのは納涼ビアパーティーで
す。会員の方々に多大なる応援をいただきましたこと、
一生忘れることはございません。
日台親善コンサートが「まなぼっと」の大ホールにて
開催されました席で、ロータリークラブ会長として開
会のあいさつという大役を受けることになり、緊張感
の中であいさつをしたことは大変良い経験になりまし
た。

８月に入り、７分区事業である中学親善硬式野球大会
が開催されました。決勝戦は豪雨のため、５回戦まで
でしたが無事に終了しました。各クラブのチームが集
まり久しぶりに観戦したのですが、レベルの高さに驚
かされました。この大会を開催するにあたりまして、
力を注いでくれました青少年奉仕委員長をはじめ、各
委員会メンバーの方々、誠にありがとうございました。
８月 24日には紋別ロータリークラブ創立 70周年記
念式典に吉田副会長、東堂幹事、藤原副幹事とともに
出向きました。昨年の地区大会でお世話になった飲食
店に行き、大変盛り上がったことしかいまは思い出せ
ません。
９月は、地区補助金を活用した釧路湿原散策学びのツ
アーが開催されました。子どもたちには胴長靴に着替
えてもらい、通常では立ち入ることのできない釧路湿
原国立公園の中に入り、散策しました。ツアーガイド
さんの話を真剣に聞く子どもたちの姿を見て感動しま
した。そのときの計画にはなかったのですが、参加者
の方々が自主的に釧路湿原のごみ拾いをしてくださっ
たことには感謝します。その後、猛禽類保護センター
に行き、新たな学びをさせていただきました。この企
画をすべて取りまとめていただいた木下パスト会長に
は、心から感謝いたします。新年度も開催されますこ
とを願っております。
10月には、上期最大の行事、地区大会が帯広の地で
開催され、30名を超えるメンバーの方々に参加して
いただきました。いつもは釧路ナイトからの参加です
が、今回は会長という立場での参加でしたので、小谷
ガバナーの難しいお話を聞き、釧路ナイトに帰ってき
て、皆さまの顔を見たときは、ほっとしたことを思い
出します。
２日にはポリオ根絶サイクリング運動が行われ、小谷
ガバナー事務所から釧路キャッスルホテルを８時にス
タートするので見送りとマスコミ取材のお願いが届
き、東堂幹事がすべてを準備し、当日に向かいました。
ところが、本人には連絡をしておらず、ＮＨＫさん、
北海道新聞さん、釧路新聞さんが来た時は、本人がい
ないというアクシデントが起こる恐れがありました
が、釧路北クラブ篠原幹事の気付きで無事取材とお見
送りができました。
11月になり、荒井エレクトのおかげでグローバル補
助金申請も無事承認されました。５月ころには贈呈式
が行われると思います。
12月にはロータリークラブアイスホッケー大会が開
催され、全国全道から数多くのチームが参加して、チー
ム力強化につながる素晴らしい大会が行われました。
次の日 12月１日から４日の予定で台北中央ロータ
リークラブ周年開催に伴い、台湾に出発しました。詳
しい内容は、次回例会で村上国際委員長から報告いた
だくとして、一言で言いきれませんが、大変手厚い歓

迎を受けたことは間違いございませんので、当クラブ
90周年のときには台北中央ロータリークラブメン
バーの方々が数多く来てくださると思いますので、お
返しをしたいと思います。
最後になりますが、瀧波プログラム委員長と委員会メ
ンバーの手腕で多種多様な講師をお招きし、素晴らし
いご講話を聞かしていただきましたこと、この場をお
借りしてお礼申し上げます。下期もよろしくお願いい
たします。
釧路ロータリークラブ会長として、上期を無事に乗り
越えられたことは、会員の方々のご協力の賜物です。
下期も油断することなく、着実に例会、事業等を行い
ますので、お力添えの程よろしくお願いいたします。
下期も楽しい例会にしてまいりますので、何卒よろし
くお願いいたします。以上で終わります。

吉田　英一副会長
　皆さま、こんにち
は。副会長というこ
とで、受けさせても
らうか、もらわない
かという１年前に、
「せっかくのチャン
スなのだから、いい

学びになるのだからやりなさい」と何人もの先輩たち
に言っていただきまして、受けさせていただきました。
いま考えてみたら、副会長という立場で会長の隣で司
会をやらせていただいて、理事会も議長というのか司
会をさせていただいて、特に何事もなく半年を終えた
ということは、まず僕の気持ちとしては本当に感謝を
申し上げたいと思います。通常であれば、何かいろん
なことが起きたりするのですけども、やはり会長をは
じめ、幹事、副幹事、理事の皆さま、そして会員の皆
さま方のサポートがあっての今だと思っております。
私は副会長だから偉いとかそんなことはないと思いま
す。あくまでもロータリー活動というのは、副会長だ
としたら副会長を経験するトレーニングだと思ってお
ります。すべてやったことには必ず学びがあると私は
捉えております。アインシュタインという人も、「学
ぶためには経験する以上の学びはない」と言っており
ます。何かを学ぶためには、経験しなければそれ以上
の学びはないのだよと言っております。そういう意味
で副会長という立場でいろんなことを学ばせていただ
いておりますので、学んだことを下期の半年間に生か
していきます。
ロータリークラブには３名の吉田という方がおります
が、今日は「良い吉田」の方がいらっしゃいまして、
僕は「悪い吉田」となっておりますけども、ロータリー
クラブの最後の例会で副会長が終わるころには、
「ちょっとだけ良い吉田」になれるように邁進してい

きたいと思っておりますので、皆さま、今後ともサポー
トのほうよろしくお願いいたします。ありがとうござ
いました。

司会
本日、大委員長は出張で欠席ということですから、「上
半期を振り返って」を映像で報告させていただきます
ので、ご覧ください。

クラブ運営委員会　濱口　憲太委員長
　皆さん、こんにち
は。クラブ運営委員
会の委員長を務めて
おります濱口です。
本日は業界の仕事の
関係にて、どうして
も出張対応でして大

変大事な例会に欠席となりました。冒頭に深くお詫び
を申し上げます。私は何かとビデオ出演が多く、本当
に申し訳ございません。
　早いもので、予定者段階から１年が経ちまして、今
年もあと半年となりました。上半期は出席委員会、親
睦活動委員会、プログラム委員会の皆さんが精力的に
取り組んでいただきまして、私としてはホントにいつ
も何もせず、委員会の皆さんに助けられているという
状況でございます。
　出席委員会は沢田委員長が例会の出席状況を苦労し
て毎回、出席表を作っていただいています。そろそろ、
エクセルの表とニラメッコするのが大分辛くなってき
ているのではないかと思いますけど、下半期も出席率
の向上に向けて委員会の皆さん、よろしくお願いいた
します。
　親睦活動委員会です。責任感と実行力のあふれる熱
い男・石井委員長が、そして企画の神・小野寺副委員
長、そして現場監督の鬼・田坂副委員長と連携して毎
月の夜間例会、そして楽しい委員会をメンバー全員で
盛り上げていただいているところです。私も昨年は委
員長を経験させていただきましたけれども、７月に怒
涛のように始まり、12月のクリスマス家族会を終え
ての時間経過を全く感じる間もなく半分が終わったと
いう感覚ではなかろうかと思います。上半期、ひとつ
ひとつの夜間例会が委員長、委員会の皆さんがオリジ
ナリティにあふれる例会を作っていただきまして、参
加されている皆さまが心から楽しんで笑顔になってい
ただいていることは、すごいなぁという感謝の気持ち
でいっぱいです。下半期も年明けから交礼会から始ま
りますのでどうぞよろしくお願いいたします。
　プログラム委員会です。こちらも、クラブの伝統を
重んじながら、釧路地域のトレンドを 発信する瀧波
委員長のワクワク感に私も毎度、ワクワクしておりま

す。今年度、髙橋会長が掲げるスローガンの奉仕活動
の道標として瀧波委員長が考えられた会員卓話と講師
例会が未来への期待感であったり、伝統ある釧路クラ
ブだからこその可能性を感じられたり、上期のプログ
ラムを作っていただいております。これもひとえにプ
ログラム委員会の吉田パストガバナー、石田パスト会
長、そして副委員長の脇パスト会長はじめ重鎮の皆さ
まの貴重なアドバイスの賜物と感謝しております。な
により、ただならぬ緊張感が漂う委員会ですが、今年
は委員会を開催してもワイワイ楽しく活動をしており
ます。下期のプログラム委員会の皆さま、何卒よろし
くお願いいたします。
　最後になりますけれども、私もクラブ運営委員長と
して初めての経験ですが、この委員会が扱う予算の大
きさ、ひとつひとつの事業の大事さがよく分かりまし
た。下半期も髙橋会長年度をお支えするために市橋副
委員長とともにクラブ運営委員会は一生懸命に頑張っ
てまいりたいと思います。上半期は大変お世話になり
ました。下半期も皆さん、ご協力・ご出席のほどどう
ぞよろしくお願いいたします。

クラブ広報・会員組織委員会　曽我部元親委員長
　皆さん、こんにちは。クラブ広報・会員組織委員会
大委員長の曽我部です。本日は例会に出席が叶わない
ことで大変申し訳ございません。さらに、新年交礼会
にも参加することができませんでした。改めまして、
本年もよろしくお願いいたします。
　さて、私が担当する三つの委員会ですが、委員長、
副委員長、そして委員の皆さまのご尽力により上半期
の全ての事業を滞りなく終えることができておりま
す。改めて、委員の皆さまに厚くお礼を申し上げます。
　下半期も、委員全員が一丸となって頑張ってまいり
ましょう。
そして、上半期の振り返りですが、私が一番思い出に
残っているのはクリスマス例会での理事の出し物で
す。本番に強い会長と把握の強い幹事長、そして企画
をしてくれた副幹事長のお陰で大成功だったと思って
います。一部には「親睦副委員長の小野寺君の抽選会
が盛り上がった」という話もありますが、私としては
大変良かったと思っております。
下半期も一生懸命に頑張ってまいりますのでよろしく
お願いいたします。

奉仕プロジェクト委員会　八幡　好洋委員長
　奉仕プロジェクト委員会委員長の八幡です。本日は
例会に参加できずに誠に申し訳ございません。代わり
にビデオメッセージでお話させていただきます。本日
は「上期を振り返って」がテーマの例会です。上期の
活動を振り返らせていただきます。
　私はロータリーに参加をしてまだ３年目です。ロー

タリーの活動でまだまだ知らないことがたくさんある
のですけれど、今回、奉仕プロジェクト委員会委員長
の役割をいただきまして、改めてロータリークラブは
様々な奉仕活動をしていることを自分の上期の活動を
通じて学ばせていただいております。各委員長の皆さ
んはしっかり運営をしていただいているので、僕は幹
事や理事の皆さまとの調整役ができていて助かってい
るのですが、様々な奉仕活動をロータリーがやること
で、釧路の地域でいろいろな活動が浸透できていると
実感できているのが一番かなと思っています。
　下期は活動が残っていますので、そこをしっかりや
り切りたいと考えておりますし、様々な奉仕活動に参
加させていただくことで、今年一年間については担当
委員会としてしっかり参加させていただきたいと思っ
ています。これから来年以降のロータリー活動の中で
も様々な奉仕活動に積極的に参加して行きたいと感じ
ております。
　下期には様々な奉仕活動がございますので、ぜひ、
多くの皆さまに参加いただいてロータリーの奉仕活動
ができたらと考えております。引き続き、皆さまのご
協力をいただきながら活動を続けて行きたいと考えて
おります。ぜひ、よろしくお願いいたします。

ロータリー財団・奨学推進委員会　西村　智久委員長
　ビデオレターとい
うのを初めて見まし
た。来年からこれは、
あまり採用しないほ
うがいいと思いま
す。やっているのを
見ていて、すごく楽

そうですよね。僕もビデオレターにすればよかったと
反省しております。
　以前は「上期を振り返って」を上期にやっていまし
た。下期にやるのは「下期に向かって」という例会を
やっていました。今は年に１回しかないので「上期を
振り返って、下期に向かって」を合わせてやらなけれ
ばならないのが本来だと思います。分けたほうがいい
と思うのですが。
私どものロータリー財団・奨学推進委員会は、上期・
下期のそれぞれの片方しか事業がないような委員会
で、ヒマな委員会を三つ抱えております。
ロータリー財団寄付推進委員会・松井聖治委員長です。
本当は 11月 28日の総会後に荒井剛君の講演を予定
していたのですが、総会が紛糾したのでそこまでの時
間がありませんでした。下期に向かって、どこかで荒
井剛君を使ってリベンジしたいと思って抱えているよ
うですので、プログラム委員会の皆さま、よろしくお
願いいたします。
米山記念奨学会委員会・濱谷美津男委員長です。恒例

のＮＡＹＵＴＡのゴルフクラブと共同で９月 29日日
曜日に釧路カントリークラブでゴルフコンペを開催し
ております。参加者 13人。
嵯峨記念育英会委員会・ 吉田秀俊委員長です。実際は
何もやっておりません。私は嵯峨の担当理事をやって
おりますのでそちらの情報を皆さんにお知らせいたし
ます。
３年生８人、２年生と１年生が３人ずつ。この 14名
の奨学生に毎月２万円、１回８万円を年に３回、高校
生に入金しております。６月・９月・12月と前年度
は入金し終わっています。
これからは新年度に向けてなのですが、３月６日に「卒
業者例会」として８名に案内し、全員に来てもらえる
ように努力したいと考えております。５月の第４週に
は新しく奨学生を４名枠で募集し、このところ募集が
少なくなっていることから、何とか選考委員会では応
募人数が上回って誰かを落とすような選考委員会を
やってみたいなと思っております。その時には、吉田
委員長も登場し、髙橋会長も登場していただいて皆さ
んで喧々諤々、お昼を食べながら選考委員を毎年やっ
ております。ぜひ、選考委員をやってみたいという方
がいれば枠が余っておりますのでどうぞ。
そんな感じで下期に向かっては主に嵯峨記念育英会委
員会のみが活動を予定していることになります。この
３人の委員長に皆さまのご支援を厚くお願い申し上げ
まして委員会報告といたします。ありがとうございま
した。

東堂　光春幹事
　皆さま、こんにち
は。いい時間になっ
てまいりましたの
で、残り少ない時間
を使わせていただき
ます。
　昨年７月にスター

トさせていただきまして、皆さまの温かいご支援・ ご
協力でここまでやってこられたことに感謝を申し上げ
たいと思います。本当にありがとうございます。
　そして髙橋会長、約１年間、会長の側近としてお仕
えしてまいりましたが、ほぼロータリーの新人に近い
私を受け入れてくださり、また、右も左も分からない
私に逆に支えていただきました。本当にありがとうご
ざいます。まだ半年があるので会長への思いは一年を
振り返っての時にさせていただきたいと思います。
下期も誠心誠意、会長をお守りして行きたいと思いま
すので、副会長、副幹事を含めよろしくお願いいたし
ます。
ちょうど１年前、１月 18日に今日のような第１回目
の予定者理事会を開催させていただきました。そもそ

も私は、予定者理事会という存在を知らずに、佐藤前
幹事から「予定者理事会は何週目になりますか」と言
われて、「えッ、何ですかそれは」はみたいなことか
ら始まって、そもそも理事会をどのようにやるのかも
分からず、いろいろな方に聞きながらのスタートでし
た。これは、また時間のある時に話させていただきま
す。
例会も月に１回の夜間例会を含め、本年度は 26回、
本日の例会まで大きな事故もなく開催させていただき
ました。本当にありがたいことだと思っております。
担当していただいております委員会さん、大委員長さ
んに助けられて今日までやって来られております。
最後に、幹事として皆さんに会費の負担増額をお願い
しました。皆さまに快くご理解いただき、ご協力をい
ただきながら務めさせていただいていることに感謝を
申し上げまして、幹事の上期を振り返ってとさせてい
ただきます。
まだまだ下期の事業はたくさんの目白押しとなってお
りますので皆さんのお力添えをいただきたいと思いま
す。下期もどうぞよろしくお願いいたします。


